
各日16:30〜18:00
場所：イノベーション創生センター2階

T-Space205-206

10/ 3 Fri
金
10 Fri 24 Fri

ビジネスプランの基礎を学ぶ
競争的資金と技術シーズの

社会実装

DAY1
＼10/3 Fri／

事業化に向けた戦略を考える
用途開発と顧客ヒアリングや

知財戦略

DAY2
＼10/10 Fri／

ビジネスプランを構築する
ビジネスプランの作成と

ブラッシュアップ

DAY3
＼10/24 Fri／

無料対 象対 象

定 員定 員

本学教職員・大学院生

15名
参加費参加費

申込み申込み

主 催 ・ お 問 合 せ主 催 ・ お 問 合 せ 関西大学イノベーション創生センター関西大学イノベーション創生センター  E-mail : kucic@ml.kandai.jp　  E-mail : kucic@ml.kandai.jp　 

参加者募集中
参加者募集中

大学発ベンチャ－

創出のための

ビジネスプラン

作成セミナー

大学発ベンチャ－

創出のための

ビジネスプラン

作成セミナー

ITPC　　

株式会社Co-learning

株式会社Co-learning
代表取締役　竹枝正樹氏代表　潮　尚之氏

セミナー講師

申し込みはこちらから⇒

起業による社会実装を目指す研究者を対象に、KSAC-
GAPや関西大学GAPプログラム（KUGAP）の申請
を視野に、仮説検証やビジネスモデルのブラッシュアッ
プを進めながら精度の高いビジネスプランを構築するこ
とを目指します。

共 催共 催 関西スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）事務局関西スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）事務局

※3回の連続セミナーですが、単発での参加も可能です。



競争的資金と技術シーズの社会実装
やビジネスプラン基礎

＼10/3 Fri／
16：30～18：00

＼10/10 Fri／
16：30～18：00

用途開発と顧客ヒアリングや
知財戦略

＼10/24 Fri／
16：30～18：00

ビジネスプランの
構築とブラッシュアップ

ITPC　　

講師プロフィール

代表　潮　尚之氏
　シリコンバレー及び東京/大阪を拠点として、北米の有望なベンチャー企業

の発掘と日本進出のサポート、オープンイノベーションを推進する日本企業の

海外動向調査やベンチャー企業との協業サポート、日本のベンチャー企業の事

業開発及び米国進出サポートなど、International Business Developmentの

専門家として活動中。専門分野はオートモーティブ、センサ/デバイス、AI、

IoT、AgFoodTech、InsurTech及びモノづくりなど。 

　また、Technology Commercializationの専門家として、大阪公立大学、山

形大学、山梨大学、岩手大学、立命館大学及び大阪大学などにおいて、大学発

の技術シーズの社会実装や大学発ベンチャーの起業を推進するとともに、産官

学連携プロジェクトや自治体のイノベーション・プログラムのメンター/アド

バイザーとして、産官学連携の推進や地方の中小企業の新規事業開発や米国進

出を支援。

代表取締役　竹枝正樹氏

　マツダ株式会社入社後、知的財産・法務部門にて権利活用ビジネス、ナレッ

ジマネジメント、模倣品対策等に従事した後、組織・人財開発コンサルティン

グ会社へ転じ、製薬、電機、重工、化学、金融、IT、インフラなど大手企業の

制度設計、教育研修等の企画・実施、講師育成業務に従事。

　独立後は複数社の共同設立に関わり、取締役を歴任。2018年に「リーダー

育成×新規事業開発」を軸とした株式会社Co-learningを設立し、企業・経済

団体・大学・インキュベーション施設向けの新規事業開発・人材育成プログラ

ムの開発、研修及びコンサルタント・講師（新規事業・IT・MBA等の）専門家

の派遣事業を行う。

法学修士・MBA・山形大学客員教授・岩手大学客員教授

株式会社Co-learning

ITPC　　

Kansai University Center for Innovation & Creativity
関西大学イノベーション創生センターでは、ベンチャー支援やアントレプレナーシップに関するセミナーを開催しています。

スタートアップ育成計画に基づく外
部資金動向や技術シーズの社会実装
の意義を学びます。
次のステップとして、仮説検証から
ソリューション・ビジネスモデルを
検討し、「ビジネスプラン・サマリ」
にまとめる等のビジネスプランに関
する基本的な考え方など、ビジネス
プランの基礎の理解を深めます。 

技術シーズに基づく用途開発に必
要な考え方（「発散」と「収束」）
及びその具体化のための「顧客ヒ
アリングの手法」について学びま
す。さらに、知財を（どう出願し
守るかではなく）社会実装に向
け、いかに戦略的に活用するか、
どのように企業と接点を持つべき
かについて考えます。

DAY1、DAY2のセミナーの内
容を受け、各自の技術シーズを基
にワークをします。
ビジネスプラン・サマリの作成や
ピッチスライドのブラッシュアッ
プを通して、精度の高いビジネス
プランを構築します。


